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を
絕
餘
に
系
認
^
た
。
彼
れ
妙
樞
密
院
で
或
る「

不
適
當
な
#.
語」

を
使
用
し
た
：
_
 

と1K

ふ
芎
で
、
T
51
ハ
百1

一
十
七
年
一
.月
、
*
'び
‘フ
リ
ー
ト
監
獄
に
^
ぜ
ら
れ
次
が
、

M
W掃
呢
1
行

つ

.^
後
釋
放
せ
ら
れ
た
。
彼
れ

.
 

と
極
め
て
親
し
い
交
際
を
續
け
て
居
つ
た
.大
監
督
ア
ボ
ッ
ト
は
、
彼
れ

.が一

■時
パ
ッ

.キV

ガ
A-
公
傅
の
御
用
を
勤
め
て
居
つ
た
が
、
此 

の
貴
«
の
彼
れ
に
敗
が
，る「

或
る
ふ
^
は
し
が
ら
ぬ
態
度」

に
由
つ
て
之
れ
を
般
棄
す
る
£

つ
た
1
自
つ
て
ゐ
る
タ 

，
 

,

’一〕

千
六
百
一
,

『

ヤ
ん
.
の̂
議
乾
に
は
ケ
ン
ト
^
ゎ
選
出
ぜ
ら
^
、
fs
民
の
自
卧
を
確
保
す
る
最
良
の
‘方
法
を
上
院
議
員
と
繼
す
，る
が 

爲
め
，に
同
院
に
派
遺
せ
ぢ
れ
次
代
表
款
れ 

一
A 1
に
擧
ぜ
ら
れ
•たo,

此
の
代
表
，者
中
に
ぬ
、
' 彼
作
の
外
，、
リ
ッ
ト
.
•ル
トx

(
a
t
t
l
e
o
n
y

セ 

ル
デ
ン
-

(

3
& ;
g
-
Aび
コ
'.
丨

ク(

c

f)

が

唐

つ

‘
た
0-
、
同

年

議

會

か

，
ら

‘國
王
.チ
、ャ
ー

ル
ズ
’

一

1t
t
&

出
せ
ら
れ
た「

權
利
龈
願
し(

ぞ

§

§ 

c
f。Rigiit}

は
實
忙
彼
れ
、が
能
動
的
役
割
を
‘傲
じ
た
此
-の
，協

識

會

，の

成

果

で

あ

つ

た

.°
«
民
‘が
國
事
に
干
渉
ホ
る
こ
/と
を
廣
ず
る
亂
主 

の
敎
_
に
就
い
て
か
同
年
一
ハ
月
の

w\
論
に
於
い
て
は
、

,*
長

0
,
'y
，日
ン
i

リ
オ
ッ
I

遮

.ケ
て
、
國
務
火
要
勝
誘
せ
ざ
る
可 

き
を
書
L
に
^:
じ
た
、の
で
"
エ
'
オ
ッ
ト
^:
齋

坐

*±
.
'る
^:
、
"テ
ィ
ッ
/-
;斤
&'
野

を

勵

ま

し

て

「

吾

入

が

議

會

に

炎

い

て

‘是

れ

等

の

事

柄 

に
就
い
て
‘
々
す
'̂

こ
-̂
*
を
得
る
に
非
ざ
れ
ば
、吾
■人
は
立
ち
上
つ
七
退
出
す
る
，か
‘、翁
ら
ざ
，‘れ
反
、
靜
坐
し
’て
何
事
を
も
爲
な
い
こ
と 

に
し
ょ
ぅJ.

と
叫
ん
だ
o 

.
乾
.に
於
い
.て
、
W

く
深$

沈
默
が
續
い
た
後
，
1

1
ぬ
撕
、び
调
始
せ
.も
れ
た
0
,
一
 
千
艽
百
‘三
十
年
、デ
ィ
ッ
ダ 

‘ズ
は

サ

ー
•
ジ

ユ

ル

ア

ス

•
• シ！

<
1
’(sir、JUIhls csesar 〕

'co

死

を

豫

期

し

V
、

'記
.錄

係

判

事

職
a >be 

r

l¥

^

承

、

ン

'

古
-版

被

濟

書

解

題

‘ 

■ハ

,

'

'

卜
.
.
、

.

;」

ハ九

' 

(

四ニ九

)

i r

抑 ..



古

蠢

.濟

寄

還
.

' 

" 
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.

^
.
i
f
l
«
i
^
l
v 

.
J
«
i
«

/ 

$

 

§

§

す
る
の
樺
を
與
へ
ら
れ
た
。

一

千
六
百
一1

一
十
三
年
'に
.は
最
高
宗
敎
法
院
判
'事
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
三
十
三
年
に
は
シ
ー
ザ
ー
が
死
去
し
た 

が
爲
め
に
/ #
れ
の
職
|:
'
繼
承
し
た
。
彼
れ
は
广
千
六
百
三
十
九
年
三
月
十
<

>
を
以
つ
て
經
'し
、
力
‘ン
ク
べ
リ
イ
附
近
の
チ
ル
ア
ム
，に
'
. 

_

ら
れ
た
。

. 

：

_ 

'

. .
、..
、

.'

1

千
ー/\
.酉
四
十
ー
ー¥
に
出
版
せ
卜
れ
た
^
ガ
ぼ

^
 

Privileges 

9H>

 ̂

subject..

と
題
す
.る
四
ツ
祈
判
の
小
册
子
は
彼
れ
の
著 

と
認
め
ら
：れ
.て
'ゐ
る
。
•バ
ツ
キ
ン
ガ
ム
，公
爵
彈
沏
杧
關
す
る
彼
れ
の
演
說
は
長
期
韻
會
の
命
に
.ダ
つ
で」

千
六
百
四
十
三
芽
に
叫
ツ
折 

判
と
し
て
出
版
せ
.̂.
れ
た
。
彼
れ
の
#
類

の

，中

に

發

兑

せ

ら

れ

た

寫

し

1か
ら
、佛
蘭
西
と
め
同
盟
條
約
に
對
す
る
折
衝
に
關
す
る
尤
リ
ザ
-
 

<
ス
女
王
と
レ
ス
タ
ァ
怕
、Earl o

f

 Leicester)

、
パ
ー
リ
イ
W
へBa

r
o
p

 

B
u
r
g
h
l
e
y
}
、

ウ
オ
ル
シ
ン

•力ム

.

(sir. Francis w
a
l
s

s-g
h
a

日〕 

及
$

丨
.
ト

>-
ス
„
ス
，；>
ス(

允
” 

T

f
 

as 

S

日ith)

と
の
文
通
-(

一
千
五
百
七
十
年
ょ
り
八
十
.一
年
に
亙
る)

は

一

千
六
百
五
十
五
年 

に

T
h
e

 c
o
m
p
l
e
a
i
.

 A
m
b
a
s
s
a
d
o
r
,

と
題
し
、

一
、ツ
祈
判
と
し
で
出
版
せ
ら
れ
^
^
^
し
リ
1
广

yリ
イ

.
シ
ー
了
ズ
'(sir 

H
e

 

ry 

5116货
^
'
に
よ
つ
て
法
令
咼
内
の
、書

類

の

中

か

ら

看

出

さ

れ

た

ド

ー

ヴ

ァ

の

防

備

f

1
ザ
べ

W
に
奉
つ
た
' #
は
デ
イ 
'ツ
グ
ズ
か

.
:
■■■ 

. 

- 

■ 

V 

I 

--- 

• 

V
.
K 

■ 

■

-■-
•
•

 

. .
■■
•■.
 

.. 

. , 

- 

- 

- 

*
• 

• 

•

•

•
 

■ 

■ 

■ 

■ 

. 

•
.
-

.

然
ら
ざ
れ
ば
サ
‘
I
•
ウ
ォ
イ
タ
i

ラ
リ
.の
筆
に
成
つ
'
た

も
の
と

'認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
上
書
は
シ
ー

ア
ズ
にょ

‘

つ
.ズ

ー

千

七

百

年

に 

上
梓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.

,

' 

■ 

• 

V 

' 

、
 

'
 

■
 

\
 

、

，
 

デイツグ

ズ
の
^

メ

イ

(
s
a
r
y
y

は
ヶ

yト
郡
-'
y

イ
市
附
近
の
オー

ラ
ンタ

1

に
住
し
、ズ
屈
つ
たサ

1

*.

ト
マス•ケ
ン
プ

(
s
i
r

 

T
h
o
m
a
s

 

K
e
i
p
e
)

の
女
，で

ぁ

つ

て

ハ

彼

れ

，
は

彼

の

女

を

通

じ

て

チ

ル

，
ブ

ム

'0
,

園̂

と

届

城

と.5 :
,取

得

し

た0
，
彼

‘は

传

父

の

詛

念

と

し 

て
一
千
六
百
ー
-不
部
チ
、1
ア
ム
寺
院
內
に
靝
巧
な
る
大
理
石
^

を
建
立
し
た
0
淝
れ
は
又
-

フ
ァ
ヴ
ァ
シ
ャ
ム
の

‘近

べ

に

も

•所

領

を

有 

し
、
之
れ
.に
遺
言
を
以
々
て
ニ
，十
磅
の
苹
金
を
，負
擔
せ
じ
め
、
往
步
競
走
の
賞
品
を
備
ふ
る
の
.資
，に，
充
て
し
め
だ
此
の
競
定
-择
f

¥ 

五
月
十
九
日
，に
ス
ア
ヴ
ァ
附
坻
に
^

て
擧
行
せ
ら
れ
ふ
も
の
で
ぁ
つ
，て
、
.喝
女
，の
川
場
を
許
し
^
。'
'此
の
^
^C
M
技

は

第

十

八

.世

紀

, 

.
.

\
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七

r 

c
l'
H

e

w
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古

版

鸫

濟

齊

解

齒
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、

，

パ

'
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V

V

-

'

七1
1

-

S

H

-

0

.

の
.終
ま
で
观
續
し
た
0
彼
办
の
辯
舌
は
幾
分
不
_

然
で
'釭
り
拇
ひ
氣
昧
が
あ
<)
た
と
茇
が
れ
て
ゐ
，る
バ
1

^
 

o
f 

N
ati§

al 

B
i
o
g
r
a
p
h
y
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v
o
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v, p
p
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r
 

く
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广

-
 

}

,

3

易
擁
隱
め
扉
'に
は「

東
印
度
會
社
總
裁
ザ
ー
•
ト
ゾ
マ
ス.

x
-
、、 /

ス>に
宛
，ズ
た
同
>#
社
：の
4
‘員
よ
り
の
書
翰」

^
記

さ

れ

，て

ゐ

，
る

の

み 

で
、
著
者
の
名
'は
明
記
，し
て
な
い
が
、本
文
贫
に
は
ダ
ッ
ド
リ
个
•
デ
ィ
ッ
ダ

ズ(

a
&
 々

D
、 i
g
g
e
s
>
Q

署
名
が
あ
る
<>
'
. Q
p

^

o

i

n

?
 

a,^ra-pc- 

I
n

 

a
-
L
e
t
t
e
r

 
,3-
;

Sir 

T
h
o
m
a
s
,

 s
m
i
t
h
^
n
i
^
h
‘ti 

G
O

.gm
o
u
r

 

o
f

 

t
h

<v>.‘E
d
st-India, 

C
o

 
日 
3
a
a
€
, 

&
c
，
F
r
o

 
日 o

n
e

 

o
f

 

f
s
t

 

s
b
c
i
e

.cne, 

1
S
5
,

 

p.'
5
0
0
o 出
版
者
は
m

敦
ユ1

ユ，1

ゲ

一

ト

外

聖

蓋

寺
-院

(
s
a
i
n
t

 

s
e
p
u
l
c
h
r
e
d

 * c
h
u
r
c
h
〕

眞
'向』

の
'
^b 

ン
*

V
 

t
 

-
 

-
 

f
 

.

 

»«
 
.

»v
•
 

I-
 

»

バ

ー
シ

ス

(
J
o
h
n

 

w
a
r
p.
e
s

)

で
‘あ
り
、」

印
刷
者
は
ゲ
ィ
ル
7
ム
'，
ス
タ
ン
'
ビ
ィ(

名
^
私
日S

t
a
n
s
b
y
)

で
あ
る
o
、
 

' 

.

.

に 

•著銮ディタグズにへば、勤勉，
な

•る
蜜
峰
に
も
似
.た
る
善
^

に
し
て
周
到〗

^

^

^
等
は)

怠
惰
な
苓
雄
蜂
と
强
慾
な
る
躅
と 

^

办
込
む
高
別
と
#

賓
な
，る
術
.針
土
^.
以
つ
て
、
.启
國
内
^
於
け
る
臣
民
の
贅
瘐
紀
却
掠
す
を
間
に
、
'片
隅
の
‘同
豫
の
，如
^
か
恐 

ら
く
は
；
彼

れ

等

に

對

し

，
て

薄

弱

紀

•る
'反
對
論
釔
巢
褂
け
-て
其
の
•無
益
の
、日
を
費
し
.つ

、
あ

る

間

に

、
海

外

办

最

遠

隔

な

る

地

、
方

i

り

其 

，
の

集

箱

め

蜜̂
窗
し
ノ
@

域
に
衣
食
を
給
し
、
快
く
應
ず
ス
者
に
は
‘仕
事
を
與
へ
て
、彼
れ
等
’と
共
に
、
又
、•
國
家
と
、共
.に
、
初
め
ヴH 

• 

二
ス
が
挪
中
海
沿
，岸
の
地
方
'に
'1
:

つ
た
彼
れ
等
の
覽
品
.に
^

つ
て
^ ;
受
じ
欠
い
1
葡
萄
牙
人
が
，(

其
の
時
^

は
貴

困

な

る

、葡

^
!
^
人
で 

,
あ

つ

龙

，も
の
、
が

)

^

の
柬
洋
‘諸
邦
と
ゆ
见
ら
に
，有
利
な
る
讀
禅
貿
易
に
よ
つ
て
獲
^

し
た
皆
と
名
#

と
を
取
得
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。 

《
ibid，

p
p
,

 
s

o

彼
れ
は
典
の
，著
-の
六
.頁
よ
り
十
五
5

互
つ
で
.キ
I

ル
，
の

『

ト

レ

ー

タ•
ィ

ン

ク

リ

ー

ス

』

の
十
三
-
頁

よ

り

三

十

三 

,貢

に

亙

な*'
句

女

黑

體

を

，以
◊
て
揭
げ
；
る
。

次

い

で

、
：
彼

れ

，は

、

節
'條

を

分

つ

て
、
東
印
度
'貿
易
の
目
^
を
以
つ
‘て
す
る
大
船
舶
. 

'
の
應
造
M
之
れ
に
跋
く
造
«

^
材
の
不
足
、
笵
船
の
難
破
及
び
澈
員
の
減
少
並
び
に
其
の
紘
染
た
る
英
_
海
軍
カ
の
減
退
に
關
す
る
攻
、

擊

に

逐

次

答
！！

オ

る
o (

前
播
3 :
|1
|
-篆
會
&
_
|
=
!
1

|?
ニ
十
四
卷
第
十
一
驄
1

ーニ|
涵
頁
參
膊)

ノ 

' 

:
 

’ 

■

彼
れ
は
、
來
、印
度
會
社
所
靄
船
，舶
並
ぴ
に
其
の
噸
激
を
以
っ
-て
ィ
ド
.ラ
ガ
ン」

ー
千
タ
十
順(

同

會

社

に

ょ

っ

，
て

購

入

せ

^

れ
た
'老
朽 

船
^

は
あ
る
.が
':
.同
會
社
が
修W

を
肩
へ-

て
堅
库
な
ら
し
め
•
現
，往
印
度
に
向
，げ
ば
深
雷
目
の
航
海
を
行
ひ
っ
-
炎

少

為
)

、「

ベ 

ク
タ
.丨
L八
百
噸(

同
じ
く
購
人
せ
I

れ
た
老
船
■で
あ
O'
て
、#
裝
せ
^
れ
武
發-

せ

ら

レ

て

、
令

，や

同

じ

べ

-*
の

第

五

囘

目

の

航

海

に

赴

き 

で
あ
る
も
の)

、
，

「

.ス
V

サ
y

四
百
噸(

購
入
せ
ら
れ
た
時
、
既
に
朽
駿
蓝
し
き
船
舶
で
れ
っ
て
‘

恐
ら
く
は
解
體
し
て
燃
料
た
ら
し 

へ
め
ら
る
可
き
も
の
で
あ
っ
、た
が
ノ 

f

猶
ほr

同
の
航
海
1
行
び
、
，而
し
.て
犯
の
第
二
次
.の
歸
航
に
際
し
浸
水
し
て
沈
沒
せ
る
も
.の
と 

想
象
-叱
?>
•
る
V
も
の
*〕

、「

ア
义
セ
ン
.、グ
中
ン
•
四
百
卿(

ir
l
'
xせ

ら
P

た
名
船
で
あ
っ
て
共
器
索
具
裝
具
等
に
五
百

#

を
费
し
R
 

航
悔
I
行
ひ
、
.而
し
て
第
三
次
の
'航

海

に

於

，
い

て

ヵ

ん

ベ

ー
(
o
a
s
b
a
y
a
、.

の
.

岸

に

於い
て
、下

劣

な

，る

歡

長

が

片

意

地

-
に

水

先

案

內

を 

招
へ
る
‘

M
,

と
I
肯
じ
光
f

っ
た
が
爲
め
.に
坐
，礁

せ

る

も

の

〕

、「

コ‘
ン

セ

ン

ト

」

一
，百

五

十

噸

(

購
入
せ
ら
れ
た
船
舶
で
あ
っ
て
、
丁
香
其 

の
也
を
輸
人
し
た
の
で
あ
る
が
^

餘
^

に
小
さ
過
^

る̂
も
^

と
看
做
さ
れ
て
、
賣
却
せ
ら
，れ
た
も
の)

、「
.
A

，
オ

ン』

四

百

順(

帆

注

及 

び
险
縱
^
へ0
€
1ろ
輸
人
に
從
觀
し
て
'妈
っ
.た
% ^
の
を
賈
收
じ
た
老
廳
粗
徙
船
で
あ
っ
た
が
、
同
會
社
が
潰
用
を
褂
分
て
武
駿
を
施
し
た 

も
の
で
あ
っ
.て
、
ブ
リ
タ
“
ー
卜
れ
海
岸
に
於
い
ヤ
難
破
畜
も
の)

、
’^-
-

ッ
ク
ス
ぺ
デ—

'
シ
ョ
ど
三
百
ニ
十
噸(

其
の
第
三
次
の
航
猶 

^〔

っ
ふ
'バ

啟

め

に

川

帆

せ
る
も
の
<

)

、「

>
 
レ
ー
.ダ
•
ィ

ン

タ

リー
ス」

一
千
一.
.ー'百

九

十

三

^

(

亂

迅

船

で

多

って
ハ
ン
、タ
ム
に
，於
v>
て
修 

綣
か
爲
め
傾
船
レ
0 :
>
あ
っ
炎
際
^

、
爾
鎖
灯
切
斷
に
ょ
っ
’て
動
撒
を
來
し
'、
半
、壊
せ
f

s

、「

ベ

ッ

パ

ァ

コ

ー;-」

三

百

园

士

一

顿 

(

新
造
せ
/

れ̂
た
も
の
で
‘

っ
て
、e

吓
其
の
，第

二

’の

航

海

を

行

ふ、
が
爲
め
に
出
舰
せ
る
.も
の
S

「

v

-

K
ク」

I

百W

十
噸(

新
造 

<
»で
あ
っ
て
；；
目
下
印
度
に
於
い
-て
貿
易
及
び
探
檢
を
行
ひ
っ
i

あ
る
も
の
，

)

、「

グ

ロ

ー
ブ

」

五

百一、

一
、十

七

噸

(

ベ
ン
、ゴ
ー
ル(

B
e
n
g
a
l
a
v

 

に
於
げ
る
«
易
及
び
，探
檢
办
'爲
め
に
改
造
せ
^

^
た
}!
#
*入
船
で
あ
っ
て
、
'同
地
方
^
り
猶
ゅ
未
だ
酿
還
せ
ヤ)

、「

ク
ロ
丨
ヴ」

五
百
二
十 

‘ 

•古
版
絆
^ ,
钱

解

犀

. 

ノ 

' 

:
 

ノ

ゾ

：

;

■七
三
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四
三
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' セ

四
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七
噸C

船
長
セ
J

リ
ス
、

(

S

I)

と
罡
日
本
に
在
っ
I

承
な
る
新
船
で
-あ
っ
て
、

-#
び
其
の
第
二 

I

海
に
赴
か
ん
と
し
っ
、
あ
る

,
 

嚅
グ〕

「

i

〉

ス
し
ご
百
四
士
变
新
迅
船
で
あ
っ
て
ノ
其
や
^

ー
の
航
海
把
向
っ
て
出
帆
せ
石
も
の)

、「

ジ

厂

ム

ズ」

六
百
斑
へ
^
 

.篇

.で
|

が
、
猶
ほ
未
だ
印
度
か
ル
歸
還
し
' ^
ぃ)

；_「

ォ
”

；

’\
タ

と

.一
百
士
1
;§ c

新

議

で

't

が

、
.
.
猶

ほ

砮

鼢

還

し

だ

い)

*「
少口モン

I
四百

.

疋
れ
亦
其
の
第
二
次
の
航
海
に
处

•い
.た
、

r
n

ン
コ
い
ドJllfH

十
‘三
噸(

潢
近
に
fi
v

w
し

た)

、「
II 

^
1
 

イ
I
ァ
ス
•
ギ
フ
ト
k

百
六
十
七
S

愛
蘭
の
木
材
を
以
っ
て
新
造
 

<
ら
れ
た
も
の

〕

、
'ホ

丨

プ

十

三

卿

(

愛
蘭
に
於
い
て
新
造 

せ
ら
れ
た
も
の

.

r
サ
'
マ
リ
ノ
ン
丨
五
百
四
十

s

'「

ザ』

ブ
ィ
ン」

一
百
H
,十
i

.
新
造
、

て
ト
ヴ
;ァ
イ
ス

」

一
百
六
十
噸
；霞

〕

、
 

「

ラ
イ
.ォ
ンJ

l
i
f
m
,
<

r1;
六
^
、「

グ

レ

フ

h 

'ノ
ス
し
四
百
顿
，將
さ
に
ク
す
ヴ
號

'と

‘逆
ヽ
に
⑴

帆
ぜ
ん
-と
し
っ
、
あ

f

の)

と
記 

し
て
ゐ
る
？
其
の
釙
に

2
1

下
デ
ッ
.ト
フ
ォ
ー
ド

(
D
c
p
f
o
r
d
.

即
ち
：
！
 ̂

£
>
^

0
汪〕

に
於
.い
て
建
造
中
の
も
い
が
更
ら
に
ニ
隻
あ
る
一
は
一 

■
千一

百
タ
ン
、
、他
は
九
？

ン
の
も

Q

S

，

而
し
て
同
會
社
は
是

S

G
船
舶
に
ょ
？

泛
十
七
航
海
を
行
っ
た

.の
で
あ

る

。•

(
I
b
i
d

もp
.

ど

。
取

印

審

鞋

世

界

の

纖

隔

な

、
る

未

知

S

方

に

異

資

と

の

霞

r
求
め
っ
i

る
間
に
於
い
て
特
に
其
' 

の
妨
年
期
に
し
て
探
檢
的
な
る
質
.易
？

四
年
A

に
、
、
斯

く

の

如

く

多

數

ぺ

f

の
中
に
在
っ
.て
斯
く
の
如
，y

f

航
海
に
於
い
て
、

闪
隻
を
獎
せ
る
•と
と
が
、
さ
ま
で
’大
な
I

省
で
あ
ら
ぅ
か
。
'

「

吾
人
n
菩
人
が
是
れ
以
上
を
I

す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
飞 

の
大
な
る
I

と
し
て
感
謝
す
る
S

J

ざ
f

 Q
で
あ
る」

。
神
は
_

牙
や
S

の
言
な
一
定
'

Q

他
國
民
に
は
断
く q

如
I

 

恩
を
施
す
こ
と
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。(Ibid:; 

p
p
'
2
2
-
2
3
.)。 

S
- 

ノ

赴
に
デ
ィ
ジ
グ
ズ
の
擧
示
し
た「

ク
ロ
、

ヴ

L號
は
、
實
蕊
が
日
本
す
滩
航
し
た
最
初
の
英
船
と
看
做
が
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
文
、

の
船
長
ジ

* 

rセ
ー

ス(John. 
S
I)

は
東
印
馨
社
の
命
を

.受
け

。
ク

-

1 

ウ

」

號
の
外
、
歡

く

ク

タ

1」

號
及
び「

ト

> 
ス

.

_

_

_

_

 
議

議

_

_

_

_

#
; 1
讓

1

_

_

^

^

^

^

^

彡
バ
レ
タ
ム
p>
I

F
に
人
港
し
、
翌
ー
广
十
四
日
っ
ク
ロ
ー
ヴ」

ノ
十
一
斤
十
八
日r

ト

マ

ス」

と
，云

ふ

順.に
相
前
後
'し
て
人
池
し
、
、觅
ら
に 

盟

:r
三
年
へ
慶
，長
十
八
ギ
ヒ
月
ニ
十
四
日
、
セ
ー
リ

ス

は

~
グ

口

ー

ヴ

„r

號
に
-乘
じ
、
バ
ン
、タ
ム
を
解
纜
し
、
六
^
十
二
日
我
が
平
戶 

に
到
淸
し
‘
>約
十
三
年
前
ょ
り
我
が
^

に
滞
在
せ
石
ウ
ィ
リ
ア
ム

*
T l
ダ
ム
ス
即
ち
三
沛
按
糾
と
典
に
、
八
月
六
J
平
戶
を
' #
足

し

®k 

府
に
於
い
で
大
御
所
家
贬
.に
謁
し
、
英
國
ジ
r

v
ズ
一
世
•の
激
勒
I

び
進
觀
を
皇
し
、
-V
UI
ら
に
江
戶
に
上
っ
て
將
渾
秀
忠
’に
■
し
ノ

_

_

4

^

_

_

^

|

^

達

繼

1

_

_

_
薩

録

_

*

_

'.
-

1

.

_

.1 :

遞

祀

.

_
纖

把

_

> |
薄
^

置
し
、
”
チ
ャ
I

f

.

aッ
ク
ス(

R
i
c
h
a
r
d

 

c
o
c
k
s
)

を
館
長
た
ら
し
め
て
.本M

に
歸
航
し
た
の
で
.あ
る
。(

段

m
s
e
s
t
.
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h
e

 

v
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f
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Sails, 

161.3. 

E
d
i
t
e
d

 

f
r
o
m

 

c
o

o.teln-porary 

R
&
c
o
r
d
s
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1
9
0
P

並
び
に
昭
萊-t-1

1啤
版
武

■

#■
糖

^

猶
■

顧
洗 

_
'«
: 1
.へ：獨
«

1

_

問
題
の
焦
-點
と
な
つ
た「

ト
V
*
ツ
•
イ
ン
r

i

.

J號
事
件
に
就
い
て

-ば
*
另ィクグズ

-

は

下

の

如

く

に

物

薇

、つ
て
ゐ
，
る
。
、 

英

國

が

多

年

仰

望

し

て

居

つ

た

ヵ

ム

，ベ

ー

質

#

の
眞
の
甚
を
開
い
た
司
冷
官
サ
ー
•
ヘ
ン
，
リ

ィ•
ミ
.ッ
ド
ル
ト
シ(

$
l
r
,
9
e
n
r
y

 

’

.^i
d
B
e
t
o
n
)

は

•モ
ー

力s
 oh,a

帥
ちM

 o
c
h
a
)

に
於
け
る
彼
れ
の
最
ネ
资
忍
S

る
監
禁
に
對
し
不
誠
實
な
る
土
^

古

人
r
牌
懲
し
た
時- 

彼
吒
ば
十1

一
個
月
の
返
.留
が
這
般
の
ぞ
幸
に
ょ
っ
て
姐
^

に
是
引
く
可
き
を
認
め
、
其
の
船
^
危
險
に
陷
ら
し
む
る
こ
と
赍
る
可
き
:̂
1 

怖
れ
て
、
當
時
英
國
の
最
大
な
る
往
外
贸
易
所
で
.あ
っ
た
バ
ン
タ
ム
や
於
い
て
之
れ
を
修
繕
す
る
が
潙
め
^
傾
^

せ
ん
と
し
^
の
セ
あ 

る
。
然
る
に
、■

當
時
此
の
地
の
土
人
の
間
に
致
命
的
傅
染
病
が
狼
獗
を
相
め
て
，居
セ
、
，彼
れ
及
ぴ
其
の
配
す
の
多
數
を
襲
っ
、て
之
れ
を 

死
に
致
さ
-1
>
め
た
。
斯
◊

て
、'、陳
船
は
^
條
の
切
斷k

よ
っ
て
動
樅
し
、
之
れ
を
救
助
ず
可
き
熟
練
者
を
映
け
る
が
爲
め
忆
水
上
に
於 

C

て
半
裹
す
る
に
委
せ
ら
れ
た
裏
あ
る
、o

d-
e
官

^

;

tf
.
p
^
, PP;, 2

3
-
2
4
0
0

而
も
、
同
®
は
傾
船
冲
、
橫
倒
れ
と
な
つ
て
、
完 

全
に
.難
破
し
、
ジ
*ャ
ヴ
ァ
人
に
よ
っ
て
惡
意
を
以
っ
て
火
を
放
允
れ
、
艄
I

の
大
部
分
は
致
^ ,
傷
^
受
け
、
ミ
ッ
ド
ル
ト
ン
自
身
も
彼
.
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千
1パ
瓦
十
三
年
五
用
1
1十
，四
日
に
‘死
ん
だ
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去
ふ
の
が
眞
相
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や
ぅ
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あ
る
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プ
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-
1
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の
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は
、
四
留
船
舶
の
難
f

ょ
？

、
：f

ゆ
？

も
四
夏
十
人
！

失
し
、、而
し
て
、此 

、の
齡
に
於
い
S

般
’の
1

0
開
始
以
1

用
f

れ
|

1岸
人
の
^

5

兰

.千
双
上
の
多
數
基
芒
た
と
稱
し
て
ゐ
る
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T
h
e 

T
r
a
d
e
s
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ホ
r
i
/p. 

2
7
0
0
、

而
も
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デ
ィ
ッ
グ
ズ
の
言
ふ
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に
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出
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ン
ク
リ
ー

/ 

J 

■
 

/ 

>
 

-
 

•
. 

. 

-

-
 

.
 

.
 

‘

ス」

號
は1

1

百
十
.

r
人
、「
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は
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"
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ス
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シ
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十
.五
人
^
布
し
て
居
つ
た
に
過
ぎ
^

l

つ
た
。
而
し
て
楚
れ
等
の
も
の
\

中
.
初
芯
の
’11.

一
艘
は
、
其
の
船
^

は
失
は
れ
た
が
、
是
れ
に 

-

由
つ
て一

人
を
も
失
ふ
ピA

T
が
な
か
つ
た
。
、c
d-
^
s
c
e 

o
f

 

T
r
a
d
e
,

 

PT'3
3
-
3
4
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)
o

 

K

丨，

，
著

者

ば

又

、
、
賓

印

度

貿

总

が

英

國

の

.資
財
を
僧
加
し
’
> (

g
p-
,
か
，43

.
)、

而
し
て
、
苽
印
度
會
社
の
成
立
以
後
、
胡
撒
、
丁
香
、
肉
. 

,
葚

魔

華

、

肉

莖«
等
"
東
舐
度
貨
物
.

0
；

於
格
が
卞
落
せ
る
•の
尊
*

を
指
摘
す
る
。
彼
>れ
は
唯
め
_香
料
の
み
に
於
い
て
も
、
這
卿
の
貿
易 

，
私

年

々

案

國

を

し
.ヤ

、
，
六

萬

九

千

六
1|
-
六

十

六

磅

十

三

志
.四

片
$:
'
節
約
摩
し
め
ト
る
：：為
の

>で
.あ
：る

と

箅

定

レ

て

 ̂

(ibid., 

pp.. 4
3

パ

ぶ

)

。

彼
れ
は
叉
、.
東
印
度
べ
の
航
海
に
»
ふ
る
が
啟
め
に
國
的
の
食
粹
品
が
著
し
く
其
の
^
格
を
騰
貴
し
た
と
做
す
の
非
難
に
答
へ

. 

, 

卜
 

，•
 

'

。
 

•

■る
。(

.東
印
度
商
入
が
海
に
送
る
者
の
ロ
は
國
內
に
在
つ
て
名
亦
^

ふ
可
孝
で
あ
る
^
加
之
、
小
麥
_
齙
は
故
ら
に
佛
蘭
西
か
ら
取
り
寄 

令

ら

和

、

飮

料

は

冒
-は
ジ
總
べ
セ
钮
班
牙
の
葡
萄
酒
及
び
坪
來
酒
で
あ
づ
て
、
减
：んA

I

何
等
の
麥
滔
も
含
ま
れ
■'る
こ
と
な
又
、
肉
類
- 

は
. 牛
肉
及
，
 

び豚
肉
で 
あ
つ
て
、 

船
内
'の
同
食
者
‘に
削
り
當
.て
ら
れ
一
、

而

し

、

'て
，其
.の

支

給

せ

ら

る

‘
、
は,週
七
日
の
屮
單
に
三
日
に
限
ら 

れ
、
.

|

ひ̂
ニ
ニ
十
個
月
の
中
»̂
、±
十

個

月

篇.ぎ

ず

し*

”
他
^

十

個

月

栽

し{
は
»

に

於

い

て

供

給

、せ

ら

れ

る

。
，

(
i
b
i
d

•へ
？
 

4
6
-
4
7
.
)

o
- 

•
金
鈒
輸
逶
の
尚
題
に
關
し
て
ば
、
彼
れ
は
衆
印
度
商
人
等
が
輸
出
す
る
も
の
は
. 

常
に
外
國
の
貨
幣
で
あ
り
*
彼
れ
尊
が
輸
入
す
る
も
の
は
自
國
-の
鋳
貨
で
は
夺
ぃ
と
稱
し
て
ゐ
る
。
尙
ほ
、
.，彼
れ
ば
近
く
ジ
ヨ
ン

••セ

.

.

.
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:
•
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~ 
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-

リ
ス
に
ょ
っ
て
我
が
日
本
の
平
戶
に
設
置
ぜ
ら
れ
龙
英
國
商
館
に
關
說
し
、
日
本
に
は
.、
，®
だ
に
總
べ
て
是
れ
•等
の
地
方
に
於
け
：

贤
易
に
役
立
つ
の
'み
な
ら
ず
、
恐
ら
ぐ
は
‘英
國
に
可
成
り
に
多
く
の
‘都
分
を
歸
來
せ
し
む
る
可
き
銀
の
蓄
積
の
存
，す
る
こ
ど
を
説
い
て
：

ゐ
る
。(ibi,

广

p, 
,

£

o

斯
く
ゆ
如
く
其
の
前
途
女
&

望
也
ら
れ
た
耳
戶
齋
斷
勝
館
は
痛
失
過
大
で
ぁ
-っ
た
，が
‘爲
が一
千
六
百1

?
.

三
年
に
閉
•鎖
せ
ら
れ
る
ヒ
と
k
散
^ '
た
。

,

,

■

、
 

.

へ

, 

'

敷
す
る
に
束
# '
は
一
千
六
百
二
十1

年
に
現
れ
た
ト
マ
ス

*マ
ノ
ン
：の『

東
印
度
質
易
擁

||論』

の
前
驅
を
な
す
も
の
で
は
ぁ
る
が
、其
の

含
蓄
の
•深

淺

、
；
_

の

論

紙

の

巧

拙

、

到

底

之

れ

と

日

.を
同
じ
ぅ
し
て
論
卞
可
き
も
の
で
は
愈
い
。
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